
通告順位 1 番 氏　名 小川　克也 質問形式： 一問一答

新型コロナウイルスとの長期戦にどう備えるか

通告順位 2 番 氏　名 佐野　英俊 質問形式： 一括質問

将来の定住化促進に向けた土地利用について

　　村長の見解を問う。　　

   今後 ３０年・４０年を見据え、過去にあった奥田地区住居系開発相当分の代替えと

 　なる大規模住居系開発を設定しておく土地利用の考えはないか。

令和２年第２回大衡村議会定例会一般質問通告書一覧表

　１．件名

　　　　世界中で猛威を振るう新型コロナウイルス、その影響は私たちの生活や行動、考え方に

　　変化を与えている。村民も日々感染防止に努め、将来への不安、外出制限等に耐え、大きな

　　ストレスを抱えている。こうした状況をとらえて、村民の不安やストレスを少しでも解消できるよう、

   ある人口の増と、更なる定住策を考えると、自動車関連産業が定着した時代ゆえに、

　　１．特別定額給付金申請書発送前の対応を、もっと迅速にできなかったか

　　２．新型コロナウイルスの影響で、困窮する大学生・専門学生に独自の支援策の考えはないか

　　３．村長が最前線に立ち、村民にメッセージを発信することで、村民に勇気と希望を与えること

　　 　ができると思う。村長はもっと情報発信力を強化すべきである

　１．件名

　　　　村はこれまで定住化を図るため、住宅取得支援や、子育て支援をはじめ、健康で元気な

　  　まちづくり事業に取り組み、先人達が目指し進めたプロジェクト、仙台北部中核都市整備構

　  　想のまちづくりを着実に成し遂げてきた。

　　　　この度、第６次総合計画及び第５次国土利用計画が策定され、地域の変化や住民のニー

 　ズを捉えた新たなまちづくりが進められることになるが、行政基盤のバロメーターで
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令和２年第２回大衡村議会定例会一般質問通告書一覧表

通告順位 3 番 氏　名 石川　敏 質問形式： 一問一答

通告順位 4 番 氏　名 赤間　しづ江 質問形式： 一問一答

シルバー人材センター設立スケジュールについて

　１．件名 新型コロナウイルス対策の取り組みを問う

　　　２．事務所所在地はどこになるのか

　　 　昨年１２月に中国武漢市から発生した新型コロナウイルスによる感染症は、全世界に感染が

  　拡大しており、日本でも国をあげて対策に取り組んでいるが、国民の日常生活や経済活動には

　　 １．村支援策の内容、予算額、財源内訳、及び具体的なスケジュールは

　 　２．年内行事はすべて中止としたが、住民への影響は。次年度における計画は

　 　３．学校休校による児童生徒の学習面における影響は。今後の授業や学校行事の予定は

    大きな影響が出ている。本村においても、学校休業や各種行事の中止、施設利用休止等の措置

  をとっており、国の施策に村独自の施策も発表しているが、以下の具体的な取り組み内容に

　 　５．今後も発生が想定される災害等の緊急事態に対する村としての備えは

　　 ４．休止している村施設等の業務委託について契約内容の変更等はあるか

　１．件名

　　 シルバー人材センター設立に向けたスケジュールが、５月１８日総務民生常任委員会で示され、

　令和３年４月業務開始予定としているとのことだが、その進め方について伺う。

　　１．設立準備委員会のメンバー構成について

 　ついて伺う。

　　　３．目標とする会員数、設立にあたっての運営費見込額と、その財源は

　 　　　福祉課になるのでは

　　　４．業務内容の詳細について

　　　５．職員体制はどうなるのか

　　　６．県への許可申請の時期について

　　　７．高年齢者の経験や技能を生かして働きたい、生きがい対策が主旨であり、担当課は健康
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令和２年第２回大衡村議会定例会一般質問通告書一覧表

通告順位 5 番 氏　名 佐藤　貢 質問形式： 一括質問

今後の大衡村のまちづくりは

通告順位 6 番 氏　名 小川　ひろみ 質問形式： 一問一答

新型コロナウイルス対策について

　１．件名

　　　第６次大衡村総合計画が策定され、将来を展望した計画的なまちづくりの基本理念の実現に

　 向けた施策が示された。次の３点について村長の考えを問う。

　　 １．今後の防災・減災の取り組みと強化について、近年水害・地震などの自然災害が多発して

　 　２．村で実施した住民アンケートの結果、「公共交通機関の利便性を期待する」が上位を占め

　　　  ている。この１０年間で新しい交通体系をどのように整備していくのか

　 　３．本村では、商業施設の集積が見られないのが現状だが、定住促進に向けた生活利便施設

　　　　の取り組みは。又、観光資源の発掘として、どのような施策を講じていくのか。

　　　　いるが、今後の防災力をどのように強化していくのか

　 　５．感染症対策を講じた備蓄品の見直しは

　 　６．庁舎内窓口では、フィルム飛沫感染対策が講じられているが、今後もこの状態か

　　 ４．３密を考慮した災害における避難所の在り方は

　１．件名

　　　新型コロナウイルス感染症に伴う感染症対策は、本村の実情と状況に応じた方策が重要と

　 考える。今後の学校再開における基本的な対策を含めた感染症対策について問う。

　 　１．３密を避ける為の学校における授業の新しいスタイルは

　 　２．給食の再開・夏休み・特別活動はどうなるのか

　 　３．オンライン授業への対応は
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